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平成24年度 公共⼯事品質確保技術者更新講習

１． 一般競争入札の拡大等
入札契約適正化法施行後の取り組み

２． 総合評価方式の本格導入等
品確法に基づく取り組み

３． 低入札価格調査制度及び最低制限価格制度

４． その他の取り組み
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一般競争入札の拡大等
入札契約適正化法施行後の取り組み

3

4

①予定価格の公表

事後公表
事後・事前
併用等

事前公表 非公表（設計額を

事後公表含む）
計

岡山県 ○

市町村 11 3 8 5 27

②総合評価落札方式の導入

導入済み
（試行含む）

検討中 未導入 計

岡山県 ○

市町村 18 5 4 27

③低入札価格調査制度

導入済み 未導入 計

岡山県 ○

市町村 14 13 27

③最低制限価格制度

導入済み 未導入 計

岡山県 ○

市町村 23 4 27

1.1 岡山県・県内市町村の入札制度に関する項目 実施状況

（県内２７市町村）



WTO案件 WTO案件 WTO案件 WTO案件

1.2 一般競争入札の拡大等入札契約適正化法施行後の取り組み

一般競争入札
（条件付）

２億円

４千万円

１千万円

Ｈ８．１０ Ｈ２１．２Ｈ１９．６Ｈ１８．６

●H  8.10 一般競争入札を導入（WTO案件）
◆H12.11 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律

（・透明性の確保 ・公正な競争の促進 ・適正な施工の確保 ・不正行為の排除の徹底）

●H13.  4 発注見通しの公表
●H18.  6 一般競争入札（条件付）を２億円以上の工事を対象に導入
◆H19.  3 岡山県入札制度等改革推進計画
●H19.  6 一般競争入札（条件付）を４千万円以上の工事に拡大 （H19年度：188件実施）
●H20.  4 予定価格を事後公表
●H21.  2 一般競争入札（条件付）を一般的な土木一式工事と建築一式工事を対象に

１千万円以上の工事に拡大
（ H21年度：746件 実施 ） 5

一般競争入札
（条件付）

一般競争入札
（条件付）
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1.2 一般競争入札の拡大等入札契約適正化法施行後の取り組み



総合評価方式の本格導入等
品確法に基づく取り組み

7

２．総合評価方式の本格導入等品確法に基づく取り組み(1/2)

◆H17.  4 公共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）
・公共工事の品質確保に関して、その基本理念と発注者の責務の明確化
・価格のみの競争から、価格と品質が総合的に優れた調達への転換
・発注者をサポートする仕組みの明確化

価格と品質が総合的に優れた調達を行う総合評価方式を導入

●H18.  6 総合評価方式を試行導入
・４件実施（土木２件、建築２件）

●H19.  6 総合評価方式を本格導入
・一般競争入札（条件付）の２割程度（３３件）で実施

●H20.  4 原則として８千万円以上の工事で総合評価方式を採用
・企業の施工実績や配置予定技術者の能力などの定量化された項目のみで評価
する特別簡易型を設定
・主たる営業所の所在地や防災協定締結の有無など、企業の地域貢献に関する
評価を設定
・７８件実施（簡易型５件、特別簡易型７３件） 8



２．総合評価方式の本格導入等品確法に基づく取り組み(2/2)

●H21.  4 総合評価方式の評価項目の拡充
・継続学習制度における学習実績や障害者に対する評価を必要に応じ追加
・９９件実施（簡易型３件、特別簡易型９６件）

●H22.  4 総合評価方式の評価項目の見直し

・地域貢献の評価において県との防災協定をより重視した評価方法への変更
・９２件実施（簡易型２件、特別簡易型９０件）

● H23.  4 総合評価方式の拡大試行、評価項目の見直し
・設計金額４千万円以上８千万円未満の災害復旧工事
（一般的な土木一式工事に適用範囲を拡大試行）

・近隣地域での施工実績を必要に応じ追加
・１２２件実施（簡易型６件、特別簡易型９０件、特別簡易型［拡大］２６件）

9

2.1 総合評価適用状況

【特別簡易型】

【簡易型】

同種工事の経験・成績等と入札価格を一体として評価するもの

特別簡易型に加え、施工計画等と入札価格を一体として評価
するもの

総合評価方式の類型

（件
）

総
合
評
価
実
施
件
数

総合評価適用状況

（ ）内は逆転件数

26

73 73
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90

4
33
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2.2 総合評価の評価項目 （1/4）

特別簡易型 （標準例）

11

評 価 項 目 評 価 基 準 配点

施

工

実

績

過去13年間の
同種工事の施工実績

発注規模以上の元請け実績あり 2.0

なし 0

過去4年間の県発注同種工事の
成績評定点の平均

代表者 67点以上 3.0

65点以上67点未満 1.5

65点未満又は実績なし 0

小 計 5.0

評 価 項 目 評 価 基 準 配点

配
置
予
定
技
術
者

保有資格 一級国家資格又は技術士
（取得後10年以上）

1.0

なし 0

過去13年の同種工事を主任又は

監理技術者、現場代理人として
施工した実績

発注規模以上、指定工種 実績あり 3.0

発注規模未満、指定工種 実績あり 1.5

現場代理人として指定工種、実績あり
（主任・監理技術者を兼務した場合除く）

1.0

いずれにも該当しない 0

過去4年間の県発注の成績評定
点の平均

67点以上 5.0

65点以上67点未満 2.5

65点未満又は実績なし 0

過去1年間の継続学習における
学習実績（CPDS,CPD）

CPDS:20ﾕﾆｯﾄ，CPD:12単位 以上 1.0

なし 0

小 計 10.0

企
業
の
体
制

ISO9001（品質）
ISO14001（環境）の認定取得

ISO9001及びISO14001の両方を取得 2.0
ISO9001又はISO14001のいずれかを取得 1.0
なし 0

小 計 2.012

2.2 総合評価の評価項目 （2/4） 特別簡易型 （標準例）



評 価 項 目 評 価 基 準 配点

地

域

貢

献

主たる営業所 岡山県内 2.0

上記以外 0

岡山県、県内の国関係機関
又は市町村との防災協定締結

県指定の防災協定をいずれか1つ締結

かつ県指定の防災協定以外をいずれか
1つ締結

3.0

県指定の防災協定をいずれか1つ締結 2.0

県指定の防災協定以外の防災協定をい
ずれか1つ締結

1.0

なし 0

障害者の雇用 身体障害者、知的障害者又は精神障害
者を1年以上継続して雇用

1.0

なし 0

近隣地域の施工実績（県・国・
市町村）

請負金額500万円以上で元請実績あり 2.0

なし 0

小 計 8.0

合 計 2 5 . 013

2.2 総合評価の評価項目 （3/4） 特別簡易型 （標準例）
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2.2 総合評価の評価項目 （4/4）

評 価 項 目 配点

施
工
計
画

品質管理に係る技術的所見 5.0

施工に関する課題に係る技術的所見 5.0

現場の条件への対応 3.0

施工計画の実施手順の妥当性 3.0

工期設定の適切性 3.0

工程の短縮 3.0

小 計 1 9 . 0

35点満点に換算 ← 合計44.0点

◆評価値算出方法（除算方式）

・評価値＝
技術評価点

入札価格
＝

標準点（100点）+加算点

入札価格

簡易型 （標準例）

※



◆施工計画に係る取扱い（簡易型）
（１）技術資料に記載の施工方法等（採用されなかったものを除く）については、

設計図書に追加するものとし、工事完了後に履行状況について検査
（２）受注者の責めによりその施工方法が履行されなかった場合、工事成績評定を

減じる（未実施の評価項目ごとに-5点）

2.3 総合評価 評価内容の担保

変更後の状況 法令順守による減点 備 考

①

入札参加条件○
総合評価加算点○
総合評価順位○

減点なし
総合評価における加算点
が減少しなかった場合

②

入札参加条件○
総合評価加算点×
総合評価順位○

－２点

総合評価における加算点
が減少した場合

③

入札参加条件○
総合評価加算点×
総合評価順位×

総合評価における評価点
による順位が逆転した場合

④

入札参加条件×
総合評価加算点－
総合評価順位－

－４点
入札参加資格における配
置技術者に関する条件を
満たさなかった場合

15

◆配置予定技術者の変更に係る取扱い

低入札価格調査制度
及び最低制限価格制度

16



３千万円

Ｈ８．１０ Ｈ２０．４Ｈ１４．６

低入札価格調査制度

低入札価格調査制度

低入札価格調査制度

3.1 低入札価格調査制度及び最低制限価格制度

●H 8.10 低入札価格調査制度を導入（WTO案件）

●H14.  6 低入札価格調査制度を３千万円以上の工事に導入
最低制限価格制度を３千万円未満の工事に導入

●H16.  4 低入札価格調査制度に失格基準を設定

●H19.  6 調査基準価格及び失格基準を見直し

●H20.  4 低入札価格調査制度の対象を８千万円以上の工事にするとともに、
調査基準価格及び失格基準を見直し

＜次頁につづく＞

８千万円
最低制限価格制度

最低制限価格制度
最低制限価格制度

17

21.6億円

●H22.  4 公契連モデルの見直しやコスト調査結果を踏まえ、
調査基準価格及び最低制限価格を見直し

●H24.  4 公契連モデルの見直しやコスト調査結果を踏まえ、
調査基準価格及び最低制限価格を見直し

3.1 低入札価格調査制度及び最低制限価格制度

◆調査基準価格
＜H21.4中央公契連モデル準拠＞

・直接工事費×95%未満
・共通仮設費×90%未満
・現場管理費×70%未満
・一般管理費×30%未満

◆失格基準
・直接工事費×85%未満
・共通仮設費×70%未満
・現場管理費×60%未満
・一般管理費×20%未満

◆調査基準価格
＜H23.4中央公契連モデル準拠＞

・直接工事費×95%未満
・共通仮設費×90%未満
・現場管理費×80%未満
・一般管理費×30%未満

◆失格基準
・直接工事費×90%未満
・共通仮設費×85%未満
・現場管理費×75%未満
・一般管理費×25%未満

18

※低入札案件については監督検査の強化
・中間検査（通常：１回→低入札案件：２回）
・段階確認（特に必要なもの）は担当課長が実施



3.1 低入札価格調査制度及び最低制限価格制度

◆測量・建設コンサルタント業務等

●H21.4 最低制限価格制度導入（設計金額１千万円未満）
低入札価格調査制度導入（設計金額１千万円以上）

●H24.4 低入札価格調査制度の調査基準価格及び最低制限価格を見直し

・調査基準価格（積算に技術経費を用いるもの）
＝直接人件費＋直接経費＋（技術経費×0.6(0.5)）＋（諸経費×0.6(0.5)）

※(赤字)は見直し前の数値

・調査基準価格（積算に技術経費を用いないもの）
＝直接人件費＋直接経費＋（その他原価×0.9(0.7)）

＋（一般管理費等×0.3(0.3)）
※(赤字)は見直し前の数値

◆調査基準価格を下回る価格で入札した者と契約する場合

第三者照査の義務付け

19

＜第三者照査を行う者の要件（抜粋）＞

・同一業務区分について入札参加資格を有する者

・指名停止・指名除外の措置を受けていない者

・対象業務の低価格入札者と資本関係又は人的関係にない者

・過去に岡山県発注の業務で調査対象者から第三者照査を受託
又は調査対象者に第三者照査を委託したことのない者

・調査対象者の選任する照査技術者と同等の免許・資格を有する者

・指名通知日において直接的かつ恒常的な雇用関係にあること

20

3.1 低入札価格調査制度及び最低制限価格制度

◆測量・建設コンサルタント業務等



3.1 低入札価格調査制度及び最低制限価格制度

◆維持管理委託業務

●H21.4 最低制限価格制度導入（設計金額１千万円未満）
低入札価格調査制度導入（設計金額１千万円以上）

※調査基準価格算出方法など低入札価格調査制度の運用は建設工事に準ずる

21

その他の品質確保に向けた取り組み

22



4. その他の品質確保に向けた取り組み

①研修制度

②工事監督補助

③設計変更やコスト
縮減への対応

④施工体制の確認

⑤市町村支援

（財）岡山県建設技術センターにおいて土木事業の各分野
について研修を行う。

●県・市町村職員対象の研修（一般土木研修）
Ｈ２４年度予定・・・５３講座（延べ８６日）

●資格取得等勉強会
土木施工管理技術検定試験講習

●建設業従事者対象の研修
Ｈ２４年度予定・・・１３講座（延べ２３日）

建設工事の段階確認等において、（財）岡山県建設技術セ
ンター指導官が同行し、指導監督の補助を行う。

現場監督員を対象とした設計変更事例集やコスト縮減事例
集の作成と活用により、現場技術力の向上を図る。

チェックシートにて、確認（チェックシートは別添）

（財）岡山県建設技術センターで設計積算業務を一部受託

23

4.1 その他の品質確保に向けた取り組み

24

◆施工体制の確認（１）



4.1 その他の品質確保に向けた取り組み
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◆施工体制の確認（２）

4.1 その他の品質確保に向けた取り組み

26

◆施工体制の確認（３）



4.1 その他の品質確保に向けた取り組み

27

◆施工体制の確認（４）
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